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藤沢市図書館雑誌スポンサー制度実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、藤沢市総合市民図書館、藤沢市南市民図書館、藤沢市辻堂市民図書 

館及び藤沢市湘南大庭市民図書館（以下「図書館」という。）における図書館雑誌スポ 

ンサー制度の実施について必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める 

ところによる。 

 (1) 図書館雑誌スポンサー制度 雑誌スポンサーから提供された雑誌を図書館の利用者  

の閲覧に供するとともに、当該雑誌及び雑誌架（以下「雑誌等」という。）に当該雑  

誌スポンサーの名称等の広告を表示する制度をいう。 

 (2) 雑誌スポンサー 事業活動を行う法人その他の団体又は個人で、図書館が利用者の  

閲覧に供する雑誌を図書館に提供する者をいう。 

（雑誌スポンサーの要件） 

第３条 雑誌スポンサーとなることができる者は、図書館に１年以上雑誌を提供できる者 

で次の各号のいずれにも該当しない者とする。 

 (1) 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続き開始の決定、会  

社更生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更正手続き開始の決定又は破産  

法（平成１６年法律第７５号）の規定による破産手続き開始の決定を受けた者 

 (2) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）  

第２条に規定する風俗営業等を営む者 

 (3) 貸金業法（昭和５８年法律第３２号）第２条第１項に規定する貸金業を営む者 

 (4) インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関する法律  

（平成１５年法律第８３号）第２条第３項に規定する者  

(5) 神奈川県暴力団排除条例（平成２２年神奈川県条例第７５号）第２３条第１項及び  

第２項に違反している者 

  (6) 藤沢市暴力団排除条例（平成２３年藤沢市条例第１８号）第２条第２号に規定する  

暴力団及び同条第５号に規定する暴力団経営支配法人等に該当する者 

 (7) 市税を滞納している者 

 (8) 市の指名停止を受けている者 

 (9) 前各号に掲げる者のほか、広告の表示の対象とすることが適当でないと藤沢市教育  
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委員会（以下「教育委員会」という。）が認める者 

（広告の内容） 

第４条 雑誌等に表示することができる広告の内容は、図書館の公共性、品位等を損なう 

おそれがないもので、次の各号のいずれにも該当しないものとする。 

 (1) 法令等に違反するもの又はそのおそれがあるもの 

 (2) 公序良俗に反するもの又はそのおそれがあるもの 

 (3) 政治活動又は宗教的活動に関するもの 

 (4) 意見広告及び名刺広告に類するもの 

(5) 消費者保護の観点からふさわしくないもの  

  (6) 求人広告に類するもの 

 (7) 人権を侵害するもの又はそのおそれがあるもの 

 (8) 児童及び青少年の健全育成を阻害するもの又はそのおそれがあるもの 

 (9) 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が広告として適当でないと認めるもの 

（広告の表示方法等） 

第５条 広告の表示方法、表示位置、規格等は、教育委員会が別に定める。 

（広告の表示期間） 

第６条 広告の表示期間は、雑誌提供期間とし、原則４月１日から翌年の３月３１日まで

とする。ただし、年度の途中における申込み（４月から８月までとする）があった場合

で、次条第２項の規定による雑誌スポンサーの決定があったときは、当該決定のあった

日の属する月の翌月初日から当該年度の末日までとする。 

（雑誌スポンサーの申込み及び決定） 

第７条 雑誌スポンサーになろうとする者は、教育委員会が別に定める雑誌一覧のうちか 

ら提供しようとする雑誌を選定し、藤沢市図書館雑誌スポンサー申込書（第１号様式） 

に次に掲げる書類を添えて教育委員会に申し込まなければならない。 

 (1) 雑誌スポンサーになろうとする者の事業等の概要 

 (2) 広告の案 

２ 教育委員会は、前項の申込みがあったときは、その諾否を決定し、藤沢市図書館雑  

誌スポンサー決定通知書（第２号様式）により通知するものとする。 

３ 教育委員会が別に定める募集期間において、同一の雑誌に複数の申込みがある場合は、 

抽選により決定するものとする。 

（雑誌の提供等） 

第８条 第７条第２項の規定により雑誌スポンサーの決定を受けた者は、図書館に提供す
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る雑誌の購入費を全額負担するものとし、藤沢市図書館が指定する書店（以下「書店」

という。）の請求に基づき、提供期間分の購入費全額を前払いで支払わなければならな

い。 

２ 書店は、原則として雑誌の発売日当日の正午までに図書館に納入するものとする。  

３ 広告の表示期間満了の３か月前までに雑誌スポンサーから雑誌の提供の中止の意思表 

示がない場合は、当該広告の表示期間の翌年度においても雑誌を提供する意思があるも

のとみなし、その後もまた同様とする。 

（広告の表示内容の変更） 

第９条 雑誌スポンサーは、広告の表示内容を変更しようとするときは、あらかじめ変更  

しようとする表示内容を教育委員会に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ 前項の変更は、毎年度２回までとする。 

（雑誌提供の中止の申出） 

第１０条 雑誌スポンサーは、雑誌の提供を中止しようとするときは、藤沢市図書館雑誌

スポンサー中止申出書（第３号様式）により、中止しようとする日の３か月前までに教

育委員会に申し出て、その承認を受けなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の申出があったときは、藤沢市図書館雑誌スポンサー中止承認通

知書（第４号様式）により通知するものとする。 

（雑誌スポンサーの取消し） 

第１１条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当するときは、雑誌スポンサーの決定 

を取り消し、広告の表示を抹消することができる。この場合において、教育委員会は、  

雑誌スポンサーに損害が生じてもその責めを負わない。 

 (1) 雑誌スポンサーが前条の規定により雑誌の提供の中止を申し出た場合で、これを承  

  認したとき。 

  (2) 雑誌スポンサーが第３条各号のいずれかに該当することが明らかになったとき。 

  (3) 偽りその他不正な行為により雑誌スポンサーの決定を受けたとき。 

  (4) この要領に違反したとき。 

（雑誌の休刊等の取扱い） 

第１２条 雑誌スポンサーが提供している雑誌が休刊又は廃刊となった場合の取扱いは、 

教育委員会と雑誌スポンサーで協議して決定する。 

（広告の内容に関する責任） 

第１３条 広告の内容に関する一切の責任は雑誌スポンサーが負い、広告の表示に関して 

 第三者に対し損害を与えた場合は、雑誌スポンサーの責任において解決する。 
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（雑誌の所有権） 

第１４条 雑誌スポンサーから提供された雑誌の所有権は、藤沢市に帰属する。 

（委任） 

第１５条 この要領に定めるもののほか、図書館雑誌スポンサー制度に関し必要な事項は、 

教育委員会が別に定める。 

 

 附 則 

この要領は、平成２７年１月１日から施行する。 

 

この要領は、令和３年１月２５日から施行する。 

 

この要領は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

 


